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●
は
じ
め
に

　

湾
岸
地
域
は
原
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
大
量
に
存
在
す
る
地

域
で
あ
り
、
何
か
と
注
目
を
集
め
る
こ
と

も
多
い
。
そ
の
湾
岸
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

を
め
ぐ
り
、
近
年
、
大
き
な
変
化
が
起
き

て
い
る
。外
国
の
石
油
会
社
に
よ
る
油
田
・

ガ
ス
田
開
発
の
動
き
で
あ
る
。
イ
ラ
ク
、

イ
ラ
ン
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ク
ウ
ェ
ー

ト
な
ど
で
外
資
の
参
入
の
動
き
が
見
ら

れ
、
イ
ラ
ク
で
は
利
権
を
取
得
し
た
欧
米

や
ア
ジ
ア
の
石
油
会
社
の
手
で
油
田
の
開

発
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の

中
に
は
、
湾
岸
で
の
存
在
感
を
強
め
て
い

る
中
国
に
よ
る
石
油
資
源
獲
得
の
動
き
も

あ
り
、
関
心
を
集
め
て
い
る
。

　

湾
岸
地
域
の
石
油
の
開
発
利
用
権
（
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
は
、
か
つ
て
は
欧
米
系

の
石
油
会
社
に
握
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九

七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
国

有
化
に
よ
っ
て
産
油
国
の
手
に
取
り
戻
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
石
油
資
源
の
開
発
を
め

ぐ
る
状
況
は
大
き
く
転
換
し
、
再
び
外
資

が
開
発
に
参
入
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

　

外
資
の
参
入
の
背
景
に
は
、
消
費
国
と

湾
岸
産
油
国
の
双
方
で
起
き
て
い
る
石
油

を
め
ぐ
る
構
造
的
な
変
化
が
あ
る
。
本
稿

で
は
、
消
費
国
と
湾
岸
産
油
国
で
の
変
化

に
つ
い
て
検
討
し
、
近
年
、
外
資
が
参
入

す
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
、
今
後
の
展
開
や
外
交
な
ど
へ
の

影
響
に
つ
い
て
も
述
べ
た
い
。

　

は
じ
め
に
、
湾
岸
地
域
に
お
け
る
石
油

資
源
の
概
要
を
示
し
て
お
こ
う
。
原
油
に

関
し
て
は
、
二
〇
〇
八
年
に
は
、
世
界
の

原
油
の
三
一
％
は
湾
岸
地
域
で
生
産
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
多
く
が
輸
出
さ
れ
、
輸
出

量
は
世
界
の
原
油
総
輸
出
量
の
四
二
％
を

占
め
て
お
り
、
湾
岸
地
域
は
、
世
界
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
一
大
供
給
地
と
な
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
原
油
輸
入

量
の
八
九
％
（
二
〇
〇
九
年
）
は
湾
岸
地

域
に
依
存
し
て
お
り
、
湾
岸
へ
の
依
存
度

が
極
め
て
高
い
。
ま
た
、
原
油
や
天
然
ガ

ス
は
埋
蔵
量
も
多
く
、
原
油
は
世
界
の
確

認
埋
蔵
量
の
六
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　

次
の
主
要
産
油
国
の
原
油
生
産
量
を
示

し
た
グ
ラ
フ
で
は
、
上
位
に
リ
ス
ト
さ
れ

て
い
る
国
に
は
湾
岸
諸
国
は
多
く
な
い
。

湾
岸
の
主
要
産
油
国
は
O
P
E
C
の
加
盟

国
で
、
O
P
E
C
の
生
産
枠
規
制
を
受
け

て
生
産
量
を
削
減
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
ま
た
、
イ
ラ
ク
や
イ
ラ
ン
の
よ
う
に

油
田
の
開
発
が
遅
れ
て
い
る
国
が
あ
り
、

さ
ら
に
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
よ
う
に
石
油
資

源
を
将
来
に
わ
た
っ
て
長
期
間
利
用
で
き

る
よ
う
に
政
策
的
に
生
産
量
を
拡
大
し
な

い
国
も
あ
る
た
め
で
あ
る
。
生
産
量
が
抑

え
ら
れ
て
い
る
分
だ
け
、
湾
岸
産
油
国
は

開
発
の
可
能
性
が
高
い
と
見
ら
れ
て
お

り
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
湾
岸
の
主
要
産

油
国
の
原
油
生
産
量
、
輸
出
量
、
埋
蔵
量

な
ど
に
つ
い
て
表
1
に
示
し
た
。

　

ま
た
、
湾
岸
諸
国
で
は
天
然
ガ
ス
の
開

発
・
利
用
も
進
ん
で
お
り
、
特
に
、
天
然

ガ
ス
埋
蔵
量
の
多
い
イ
ラ
ン
（
世
界
第
二

位
）
と
カ
タ
ル
（
世
界
第
三
位
）
は
注
目

さ
れ
て
い
る
。
カ
タ
ル
で
は
ガ
ス
田
開
発

や
液
化
施
設
の
整
備
が
進
み
輸
出
量
が
増

加
し
て
お
り
、
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
検
討
に
際
し
主
な
資
料
と
し

て
石
油
関
係
の
統
計
を
用
い
た
。
各
種
の

機
関
な
ど
が
統
計
を
作
成
・
公
表
し
て
い

る
が
、
統
計
ご
と
に
数
値
が
異
な
っ
て
お

り
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
産
油
国
は
石
油

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
公
開
し
な
い
こ
と
が

ロシ
ア

サウ
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アメ
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ン中国

メキ
シコカナ

ダ UA
E
イラ
ク

クウ
ェー
ト

ベネ
ズエ
ラ

ナイ
ジェ
リア

ノル
ウェ
ー

ブラ
ジル

アル
ジェ
リアリビ

ア

イギ
リス

（万b/d）
1,000
900
800
700
600
500
400
300
200
100

（出所）EIA。

図1　主要産油国の原油生産量（2009年）

表1　湾岸主要産油国の原油関係統計（2008年）
（単位：万b/d、埋蔵量は億バレル）

原油生産量 原油輸出量＊ 確認埋蔵量 OPEC加盟状況

サウジアラビア 950 732 2,641 ○

イラン 386 244 1,376 ○

アラブ首長国連邦 264 233    978 ○

クウェート 223 174 1,015 ○

イラク 212 186 1,150 ○

カタル   70   70    273 ○

（注）＊これとは別に石油製品（ガソリン、ナフサ、ケロシン、ジーゼル燃料などの精製品）も輸出している。
石油製品輸出量は、サウジ106万b/d、クウェート71万b/d、アラブ首長国連邦30万b/d、イラン27万b/d
など。

（出所）生産量、埋蔵量はBP統計、輸出量はOPEC統計。
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多
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
二
次
的
な
情
報
源

や
推
定
に
基
づ
き
統
計
を
作
成
し
て
お

り
、
ま
た
、
天
然
ガ
ス
に
成
分
が
近
い
コ

ン
デ
ン
セ
ー
ト
を
原
油
に
含
め
る
か
ど
う

か
な
ど
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
要
因
な
ど
も
あ

り
、
統
計
ご
と
に
数
値
が
異
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
信
頼
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
ア
メ
リ
カ
政
府
の
機
関Energy 

Inform
ation Adm

inistration
（
Ｅ
Ｉ
Ａ
）

の
統
計
と
、
石
油
会
社
の
Ｂ
Ｐ
社
が
作
成

し
た
統
計
（
Ｂ
Ｐ
統
計
、BP Statistical 

Review
 of W

orld Energy

）
の
二
種
類

の
統
計
を
中
心
に
し
て
検
討
を
行
う
⑴

。

そ
れ
ら
の
二
つ
の
統
計
に
記
載
の
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
各
種
統
計
や

報
道
情
報
な
ど
を
適
宜
用
い
補
足
し
た
。

●
欧
米
に
お
け
る
石
油
資
源
の
枯
渇
化

　

世
界
的
に
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
、
い
く
つ
か
の
国
で
石

油
資
源
の
枯
渇
化
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の

こ
と
が
、
欧
米
石
油
会
社
の
湾
岸
進
出
の

背
景
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
世
界
最
大
の
石
油
の
消
費
国
で

あ
る
ア
メ
リ
カ
の
動
向
か
ら
見
て
い
こ

う
。
ア
メ
リ
カ
で
は
原
油
の
生
産
開
始
が

一
八
〇
〇
年
代
と
早
く
始
ま
っ
た
こ
と
も

あ
り
枯
渇
化
も
早
い
時
期
か
ら
表
面
化
し

て
い
る
。
国
内
油
田
の
原
油
生
産
量
は
一

九
七
〇
〜
八
〇
年
代
半
ば
に
ピ
ー
ク
と
な

り
、
そ
れ
以
降
は
、
一
貫
し
て
減
少
し
て

い
る
。
二
〇
〇
八
年
の
生
産
量
は
四
九
五

万b/d

で
ピ
ー
ク
時
の
五
一
％
、
約
半
分

に
落
ち
て
い
る
。
一
九
七
〇
〜
二
〇
〇
八

年
ま
で
の
年
平
均
減
少
率
は
一
七
万b/d

で
あ
る
。
将
来
も
生
産
量
が
回
復
す
る
こ

と
は
な
く
、
生
産
量
は
今
後
も
減
少
し
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

現
在
の
生
産
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
と
仮

定
し
て
、全
体
の
確
認
埋
蔵
量
か
ら
見
て
、

計
算
上
は
ア
メ
リ
カ
の
油
田
は
一
一
年
で

枯
渇
す
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
同
じ

生
産
レ
ベ
ル
は
維
持
で
き
ず
、
グ
ラ
フ
か

ら
も
見
て
取
れ
る
よ
う
に
生
産
量
は
毎
年

少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
く
の
で
、
確
認
埋

蔵
量
の
減
量
の
率
は
少
し
ず
つ
穏
や
か
に

な
り
、
そ
の
た
め
、
本
当
に
生
産
が
止
ま

る
の
は
何
十
年
か
先
の
こ
と
に
な
る
。
問

題
は
、
い
つ
枯
渇
し
生
産
が
止
ま
る
か
で

は
な
く
、
年
々
、
生
産
量
が
減
少
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。

　

油
田
は
多
数
の
油
井
か
ら
成
っ
て
お
り

（
ア
メ
リ
カ
全
体
で
は
五
三
万
本
の
油
井

が
存
在
）、
油
田
の
性
質
上
、
枯
渇
化
が

進
み
始
め
る
と
、
汲
み
上
げ
可
能
な
原
油

の
量
自
体
が
少
な
く
な
り
、
生
産
量
が
減

少
す
る
、
あ
る
い
は
生
産
で
き
な
く
な
る

油
井
が
増
え
て
い
く
。
ま
た
、
油
層
内
の

圧
力
が
下
が
り
原
油
を
押
し
上
げ
る
力
が

低
減
し
、
そ
の
こ
と
も
生
産
量
の
減
少
に

つ
な
が
る
。

　

採
油
技
術
の
進
歩
や
新
規
油
田
・
油
井

の
開
発
な
ど
で
産
油
量
が
補
強
さ
れ
る
も

の
の
、
一
方
で
は
、
ガ
ス
な
ど
を
注
入
し

油
層
内
の
圧
力
を
上
げ
て
増
産
に
つ
な
げ

る
な
ど
の
採
油
方
法
や
油
井
の
増
設
は
、

油
田
に
負
担
を
か
け
て
無
理
な
生
産
を
続

け
る
こ
と
に
な
り
、
埋
蔵
量
の
減
退
の

ペ
ー
ス
を
早
め
て
し
ま
う
。
長
期
的
に
見

れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
は
、
見
か
け
上
の
生

産
量
は
維
持
さ
れ
て
も
、
途
中
か
ら
は
生

産
は
よ
り
急
な
カ
ー
ブ
を
描
い
て
減
退
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
ア
ラ
ス
カ

や
深
海
底
油
田
の
開
発
を
進
め
生
産
量
を

維
持
し
よ
う
と
し
て
も
環
境
問
題
や
自
然
・

地
理
的
条
件
の
厳
し
さ
が
あ
り
当
面
は
大

幅
な
進
展
は
期
待
で
き
そ
う
に
も
な
い
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
新
規
の
大
型
油
田
の
発

見
は
期
待
で
き
ず
、
確
認
埋
蔵
量
が
大
幅

に
増
加
す
る
こ
と
は
な
い
と
見
ら
れ
て
い

る
。
年
々
産
油
量
が
減
少
し
て
い
き
、
何

十
年
か
先
に
生
産
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
の

は
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

同
様
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
北
海
油
田
で

も
生
産
が
減
少
し
て
い
る
。
グ
ラ
フ
に
示

し
た
よ
う
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
イ
ギ
リ
ス

と
の
間
の
北
海
に
あ
る
北
海
油
田
の
生
産

量
は
二
〇
〇
八
年
に
は
ピ
ー
ク
時
の
六

五
％
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
一
九
九
九

〜
二
〇
〇
八
年
の
年
間
平
均
減
少
率
は
二

三
万b/d

で
あ
る
。
現
在
も
枯
渇
化
は
進

行
中
で
、
現
在
の
生
産
レ
ベ
ル
の
ま
ま
で

は
約
六
年
で
原
油
が
枯
渇
す
る
。
ア
メ
リ

カ
の
場
合
と
同
様
に
、
実
際
に
は
生
産
が

ほ
ぼ
止
ま
る
ま
で
に
は
一
〇
年
以
上
か
か

る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
原
油
の
生
産
量

は
今
後
も
右
肩
下
が
り
で
減
少
し
て
い
こ

う
。
北
海
油
田
で
は
高
い
レ
ベ
ル
で
原
油

の
生
産
を
続
け
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
確
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図2　アメリカの原油生産の推移
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図3　北海油田の原油生産量の推移

湾岸の石油資源と外資の開発参入 －ペルシャ湾岸地域と欧米・中国－
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認
埋
蔵
量
の
減
退
の
ペ
ー
ス
は
速
く
、
ア

メ
リ
カ
よ
り
も
速
い
ペ
ー
ス
で
枯
渇
化
が

進
ん
で
い
る
。

　

枯
渇
化
の
影
響
は
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
と
り
わ
け
深
刻

で
、
両
地
域
で
は
将
来
の
原
油
の
供
給
に

大
き
な
影
響
が
で
そ
う
で
あ
る
。
次
の
グ

ラ
フ
は
、
主
要
産
油
国
の
可
採
年
数
、
つ

ま
り
、
現
在
の
レ
ベ
ル
で
原
油
を
生
産
し

続
け
た
場
合
、
あ
と
何
年
間
生
産
で
き
る

か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
メ
キ
シ
コ
、

ロ
シ
ア
、
中
国
で
可
採
年
数
が
少
な
い
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
⑵

。

　

ア
メ
リ
カ
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
資
源
の

枯
渇
化
が
進
行
し
て
お
り
、
同
時
に
、
ア

メ
リ
カ
に
原
油
を
供
給
し
て
き
た
メ
キ
シ

コ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
需
要
の
多
く
を
ま

か
な
っ
て
き
た
ロ
シ
ア
⑶

な
ど
で
も
、
資

源
の
減
少
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。
こ
れ
ら
の
産
油
国
で
は
大
規
模

な
油
田
開
発
と
採
油
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

歴
史
的
に
早
い
時
期
か
ら
開
発
が
始
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
油
田
へ
の
負
担
が
大
き

か
っ
た
た
め
枯
渇
化
の
進
み
度
合
が
速
い

の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
現
在
も
一
〇
〇
〇

万b/d

前
後
の
高
い
レ
ベ
ル
で
生
産
を
続
け

て
い
る
が
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
に
生
産

は
減
少
に
向
か
う
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、

今
後
、
自
国
内
の
油
田
か
ら
の
供
給
が
減

少
し
、
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
近
隣
・
周

辺
諸
国
か
ら
の
供
給
も
減
少
し
て
い
く
。

両
地
域
で
は
、
今
後
、
油
田
枯
渇
化
に
よ

る
影
響
が
深
刻
に
な
っ
て
い
こ
う
。
ア
メ

リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
将
来
的

に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
、

バ
イ
オ
燃
料
な
ど
の
利
用
が
増
え
、
石
油

の
消
費
量
自
体
は
増
え
な
い
か
、
あ
る
い

は
、
減
少
し
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
が
、

既
存
の
油
田
か
ら
の
供
給
が
縮
小
し
て
い

く
の
で
、
他
の
地
域
か
ら
の
供
給
を
増
や

す
必
要
が
あ
る
。

●
ア
ジ
ア
諸
国
で
の
需
要
の
増
加

　

一
方
で
、
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
の
ア
ジ

ア
諸
国
で
は
石
油
の
消
費
量
が
増
え
続
け

て
お
り
、
需
要
増
の
た
め
輸
入
量
を
増
や

す
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

増
加
は
と
く
に
中
国
で
著
し
い
。
次
の

グ
ラ
フ
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
中
国
で
は

過
去
数
年
間
で
消
費
量
が
三
〇
〇
万b/d

以
上
増
え
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
四
月
に

は
日
量
九
〇
〇
万
バ
レ
ル
を
超
え
、
そ
の

増
加
は
驚
異
的
で
あ
る
。
中
国
は
自
国
内

に
油
田
を
持
つ
が
、
そ
の
国
内
油
田
か
ら

の
生
産
量
（
二
〇
〇
九
年
は
三
八
〇
万

b/d

）
は
消
費
の
半
分
に
も
満
た
な
い
。

し
か
も
、
国
内
油
田
の
生
産
量
は
ほ
ぼ
横

ば
い
状
態
で
、
増
加
し
て
い
る
需
要
に
は

輸
入
で
対
応
し
て
き
た
。

　

国
内
油
田
の
可
採
年
数
は
約
一
〇
年
し

か
な
い
。
そ
の
た
め
、
国
内
油
田
で
は
生

産
量
の
維
持
・
増
加
の
努
力
が
続
け
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
近
い
将
来
そ
の
生
産
量

は
減
少
に
転
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
は
、
需
要
の
増
加
と
国
内
産
油
量
の

減
少
に
よ
る
ダ
ブ
ル
の
影
響
を
受
け
、
そ

の
分
だ
け
輸
入
量
を
増
大
さ
せ
る
必
要
性

に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

次
の
グ
ラ
フ
で
は
、
中
国
・
イ
ン
ド
と

比
較
す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
国
を
例

に
取
り
人
口
一
人
当
た
り
の
石
油
の
消
費

量
を
示
し
た
。
二
〇
〇
八
年
の
中
国
の
一

人
当
た
り
石
油
消
費
量
は
一
日
〇
・
九
リ
ッ

ト
ル
、
イ
ン
ド
は
〇
・
四
リ
ッ
ト
ル
で
、

ど
ち
ら
も
一
リ
ッ
ト
ル
以
下
で
き
わ
め
て

少
な
い
。
中
国
の
消
費
量
は
ア
メ
リ
カ
の

一
〇
分
の
一
で
あ
り
、
タ
イ
や
ブ
ラ
ジ
ル

と
比
較
し
て
も
半
分
程
度
し
か
な
い
。
そ

の
こ
と
は
、
今
後
の
経
済
発
展
の
中
で
消

費
量
が
増
え
て
い
く
余
地
が
大
き
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
中
国
も
イ
ン
ド
も
総
人

口
は
一
〇
億
人
を
超
え
て
お
り
、
一
人
当

中国イン
ド

ブラ
ジル タイ ロシ
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／
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9
8
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1
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（出所）BP統計とEIU（人口）を用い算出。

図6　石油：一人当たり消費量（2008年）
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図4　主要産油国の原油可採年数（R/P）
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（出所）Reuters News.

図5　中国―石油の国内消費量の推移
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た
り
石
油
消
費
量
の
増
加
は
、
全
体
で
は

巨
大
な
需
要
と
な
る
。
中
国
や
イ
ン
ド
で

は
原
油
需
要
は
今
後
も
増
加
し
て
い
き
、

世
界
の
原
油
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

●
湾
岸
地
域
へ
向
か
う
関
心

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
地
域
内
の
生
産
が
減
少
し
、
近

隣
諸
国
か
ら
の
供
給
も
減
少
し
て
い
く
見

込
み
な
の
で
、
今
後
、
こ
れ
ま
で
の
供
給

源
以
外
の
地
域
か
ら
の
原
油
の
輸
入
を
増

や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
経
済
発
展
に

伴
い
需
要
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
中
国
や
イ

ン
ド
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
す
で
に
輸

入
は
増
加
中
で
、
将
来
的
に
は
国
内
油
田

の
枯
渇
化
も
進
行
す
る
の
で
、
よ
り
強
い

輸
入
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

石
油
資
源
に
関
し
、
開
発
の
可
能

性
が
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

大
油
田
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
ア

ラ
ス
カ
地
方
や
北
極
圏
の
油
田
開
発

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
原
油
分
を
含

ん
だ
砂
や
岩
な
ど
か
ら
成
る
オ
イ
ル

サ
ン
ド（
砂
、砂
岩
）や
オ
イ
ル
シ
ェ
ー

ル
（
岩
、
頁
岩
）
が
世
界
的
に
大
量

に
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ア
ラ
ス
カ
な
ど
の
油
田
は

環
境
問
題
や
自
然
・
地
理
的
条
件
が

ネ
ッ
ク
と
な
り
開
発
が
遅
れ
て
お
り
、

オ
イ
ル
サ
ン
ド
の
開
発
は
カ
ナ
ダ
で

は
一
部
始
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
他
の
国
で
は
開
発
が
進
ま
ず
、

オ
イ
ル
シ
ェ
ー
ル
に
至
っ
て
は
手
つ
か
ず

と
な
っ
て
い
る
。
オ
イ
ル
サ
ン
ド
、
オ
イ

ル
シ
ェ
ー
ル
と
も
に
原
油
を
抽
出
す
る
た

め
の
費
用
が
か
か
り
、
生
産
コ
ス
ト
が
高

い
こ
と
が
あ
り
、
全
体
的
に
み
る
と
開
発

利
用
は
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。

　

こ
の
た
め
、
現
実
的
に
み
る
と
、
将
来

的
に
供
給
を
増
や
せ
る
可
能
性
の
あ
る
地

域
と
し
て
は
、
湾
岸
諸
国
が
第
一
に
挙
げ

ら
れ
よ
う
。
湾
岸
で
は
巨
大
な
原
油
埋
蔵

量
を
持
つ
国
が
多
く
、
開
発
・
増
産
の
可

能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

　

次
の
グ
ラ
フ
は
埋
蔵
量
の
多
い
一
〇
カ

国
を
順
番
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
湾

岸
の
主
要
な
産
油
国
が
上
位
を
占
め
て
い

る
。
湾
岸
地
域
は
世
界
の
原
油
埋
蔵
量
の

六
〇
％
を
占
め
て
お
り
、
最
大
の
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
だ
け
で
も
二
六
四
一
億
バ
レ
ル

の
埋
蔵
量
を
持
ち
、
そ
れ
は
世
界
埋
蔵
量

の
二
一
％
に
相
当
す
る
。
と
り
わ
け
イ
ラ

ク
は
、
長
期
間
に
わ
た
り
制
裁
や
戦
争
が

続
き
油
田
の
開
発
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、

新
規
油
田
の
発
見
を
含
め
、
今
後
の
開
発

に
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。

　

湾
岸
地
域
は
、
今
後
、
産
油
量
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
地
域
で
あ
り
、

欧
米
諸
国
は
湾
岸
の
石
油
資
源
に
関
心
を

強
め
て
い
る
。
欧
米
の
石
油
会
社
な
ど
に

と
っ
て
は
、
油
田
の
開
発
利
用
権
の
獲
得

は
収
益
増
に
つ
な
が
り
、
そ
の
点
か
ら
も

湾
岸
の
石
油
資
源
へ
関
心
が
集
ま
っ
て
い

る
。

　

中
国
は
湾
岸
か
ら
の
原
油
の
輸
入
を
急

速
に
増
や
し
つ
つ
あ
る
。
中
国
は
原
油
輸

入
国
と
し
て
は
新
参
者
で
あ
り
湾
岸
諸
国

と
の
取
引
関
係
が
弱
く
、
以
前
は
、
湾
岸

か
ら
は
あ
ま
り
原
油
を
輸
入
で
き
な
い
で

い
た
。
し
か
し
、
首
脳
の
訪
問
な
ど
を
通

し
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
で
の
協
力
関
係
を
強
め

る
な
ど
し
て
、
近
年
、
湾
岸
地
域
か
ら
の

原
油
の
輸
入
を
急
速
に
増
や
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
な
か
で
も
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

か
ら
の
輸
入
が
拡
大
し
て
い
る
の
が
目
立

つ
。
今
後
、
中
国
は
湾
岸
地
域
へ
の
依
存

を
さ
ら
に
強
め
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

●
湾
岸
で
の
石
油
資
源
の
開
放
の
動
き

　

以
上
の
よ
う
な
消
費
国
で
の
動
き
を
受

け
る
形
に
な
っ
た
の
が
、
湾
岸
産
油
国
に

お
け
る
外
資
受
け
入
れ
へ
の
政
策
の
転
換

で
あ
る
。

　

湾
岸
で
の
石
油
資
源
の
開
発
は
欧
米
系

石
油
会
社
に
よ
り
始
め
ら
れ
、
一
九
七
〇

〜
八
〇
年
代
の
国
有
化
の
時
代
を
経
て
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
や
サ
ウ
ジ
・
ク

ウ
ェ
ー
ト
間
の
中
立
地
帯
な
ど
の
一
部
を

除
き
、
石
油
の
開
発
利
用
権
は
そ
れ
ぞ
れ

の
国
に
取
り
戻
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
そ
の
開
発
利
用
権
の

外
資
へ
の
再
開
放
の
動
き
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

湾
岸
地
域
で
油
田
開
発
が
始
ま
っ
た
の

は
二
〇
世
紀
前
半
の
こ
と
で
あ
る
。
開
発

は
欧
米
系
石
油
会
社
の
手
で
行
わ
れ
た
。

イ
ラ
ン
で
は
一
九
〇
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
系
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（出所）BP統計。

図7　世界の原油埋蔵量（2008年末）
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（出所）Reuters News.

図8　中国の原油の地域別輸入先⑷

湾岸の石油資源と外資の開発参入 －ペルシャ湾岸地域と欧米・中国－
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の
石
油
会
社
ア
ン
グ
ロ
・
パ
ー
シ
ャ
ン
石

油
会
社
（
後
の
B
P
社
）
が
設
立
さ
れ
原

油
の
生
産
・
製
油
・
販
売
を
担
う
よ
う
に

な
っ
た
。
イ
ラ
ク
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア

メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
の
会
社

が
参
加
し
た
ト
ル
コ
石
油
会
社
（
後
の
イ

ラ
ク
石
油
会
社
）
の
手
で
開
発
が
進
め
ら

れ
た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
の
油
田
開
発

（
一
九
三
八
年
生
産
開
始
）
は
、
ア
メ
リ

カ
系
石
油
会
社
で
あ
る
ア
ラ
ム
コ
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
欧
米
系
石
油
会

社
は
油
田
の
開
発
・
生
産
・
輸
出
と
製
油

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。

　

当
時
の
湾
岸
諸
国
に
は
油
田
開
発
や
製

油
所
建
設
の
た
め
の
技
術
力
と
資
本
力
を

持
っ
た
地
元
企
業
は
無
く
、
ま
た
、
石
油

の
販
売
・
消
費
地
は
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ど
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ

リ
カ
系
石
油
会
社
が
進
出
し
て
油
田
開
発

を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

油
田
開
発
か
ら
年
月
が
経
過
す
る
の
に

従
っ
て
、
産
油
国
の
側
で
は
開
発
の
取
り

分
が
少
な
い
こ
と
に
不
満
が
強
ま
り
、
産

油
国
と
石
油
会
社
と
の
間
で
開
発
利
用
権

の
条
件
を
め
ぐ
る
対
立
が
起
こ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
イ
ラ
ン
な
ど
で
は
紛
争
へ
と
発

展
し
た
。

　

一
九
六
〇
年
に
は
O
P
E
C
が
設
立
さ

れ
、
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
が
強

ま
る
中
で
、
湾
岸
で
は
油
田
の
利
権
を
産

油
国
の
手
に
取
り
戻
そ
う
と
す
る
動
き
が

強
ま
っ
て
行
く
。
そ
し
て
、
一
九
七
〇
年

代
に
入
る
と
開
発
利
用
権
の
国
有
化
が
進

む
こ
と
に
な
る
。
一
九
七
三
年
の
第
四
次

中
東
戦
争
に
際
し
て
の
ア
ラ
ブ
産
油
国
に

よ
る
石
油
戦
略
の
発
動
と
、
そ
の
結
果
起

こ
っ
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
、
産
油
国
と

欧
米
諸
国
の
石
油
を
め
ぐ
る
力
関
係
が
変

わ
っ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
産
油
国
に

よ
る
開
発
利
用
権
の
国
有
化
が
進
展
し

た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
ア
ラ
ム
コ
が
国

有
化
さ
れ
そ
の
利
権
が
政
府
の
手
に
取
り

戻
さ
れ
た
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
初
め

に
か
け
て
湾
岸
地
域
の
開
発
利
用
権
の
多

く
は
国
有
化
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、一
九
九
〇
年
代
末
に
な
る
と
、

い
く
つ
か
の
国
で
油
田
や
ガ
ス
田
の
開
発

政
策
に
変
化
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一

九
七
〇
年
代
の
石
油
資
源
の
国
有
化
の
流

れ
と
は
一
転
し
、
資
源
を
外
資
に
開
放
し

よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
末
か

ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
イ
ラ
ク
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
イ
ラ

ン
で
油
田
や
ガ
ス
田
開
発
の
外
資
へ
の
開

放
の
動
き
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
で
は
、
国
有
化

の
後
は
自
国
の
石
油
会
社
の
手
で
油
井
の

掘
削
な
ど
油
田
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
二
〇
世
紀
の
前
半
に
開
発
が
始
っ
た

と
き
と
は
異
な
り
、
現
在
で
は
、
油
田
開

発
は
技
術
的
に
は
産
油
国
の
手
で
直
接
行

う
か
、
あ
る
い
は
先
進
国
の
開
発
会
社
の

手
を
借
り
て
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
外
国
の
石
油
会
社
に
開
発
利
用
権
を

与
え
開
発
さ
せ
る
よ
う
に
政
策
の
転
換
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由

が
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
つ
は
、
安
全
保
障
・
外
交
上
の

理
由
で
、
自
国
国
境
や
油
田
の
安
全
保
障

の
確
保
た
め
、
さ
ら
に
は
広
く
自
国
全
体

の
安
全
保
障
を
図
る
目
的
で
、
外
国
、
と

り
わ
け
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理

事
国
の
石
油
会
社
に
開
発
さ
せ
よ
う
と
す

る
動
き
で
あ
る
。
イ
ラ
ク
、ク
ウ
ェ
ー
ト
、

イ
ラ
ン
で
の
動
き
に
安
全
保
障
と
の
関
連

性
が
強
く
見
ら
れ
た
。

　

そ
の
典
型
的
な
例
は
、
サ
ッ
ダ
ー
ム
・

フ
セ
イ
ン
時
代
の
イ
ラ
ク
で
あ
る
。
イ
ラ

ク
は
、
国
連
安
保
理
な
ど
で
の
ア
メ
リ
カ

と
の
争
い
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
ロ
シ

ア
や
フ
ラ
ン
ス
を
味
方
に
つ
け
よ
う
と
し

て
、
両
国
の
石
油
会
社
と
油
田
開
発
交
渉

を
進
め
て
い
た
。
イ
ラ
ク
と
の
間
で
国
境

問
題
を
抱
え
て
い
た
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
、
国

境
地
域
の
油
田
を
欧
米
の
石
油
会
社
に
開

発
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
ク
ウ
ェ
ー
ト

は
資
金
面
で
は
比
較
的
潤
沢
で
あ
っ
た
が

外
資
を
呼
び
込
も
う
と
し
て
い
た
。
そ
の

背
景
に
は
イ
ラ
ク
と
国
境
を
接
し
た
小
国

ク
ウ
ェ
ー
ト
の
安
全
保
障
戦
略
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

イ
ラ
ン
も
油
田
や
ガ
ス
田
開
発
へ
の
外

資
の
参
加
を
求
め
て
き
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
安
全
保
障
や
外
交
上
の
戦
略
が
あ
る

の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
加
え
て
、

外
資
を
導
入
す
る
こ
と
で
開
発
に
必
要
な

資
金
を
外
資
に
負
担
さ
せ
る
狙
い
や
、
欧

米
の
石
油
会
社
の
持
つ
最
新
の
技
術
力
を

利
用
し
て
開
発
・
再
開
発
を
進
め
よ
う
と

す
る
思
惑
も
あ
っ
た
。

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ガ
ス
田
開
発
は
、

先
進
国
の
石
油
会
社
が
持
つ
上
流
か
ら
下

流
ま
で
の
、
つ
ま
り
ガ
ス
田
開
発
か
ら
石

油
化
学
な
ど
の
工
業
化
ま
で
の
総
合
的
な

企
画
・
開
発
力
を
、
自
国
の
経
済
開
発
に

利
用
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
一
九
九
〇
年
代
末
以
降
、

安
全
保
障
の
確
保
や
資
金
・
技
術
面
な
ど

の
理
由
を
背
景
に
し
て
、
油
田
や
ガ
ス
田

開
発
に
外
国
の
石
油
会
社
を
参
加
さ
せ
よ

う
と
す
る
動
き
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
流
れ
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。そ
れ
は
、

欧
米
や
ア
ジ
ア
の
石
油
会
社
が
湾
岸
地
域

の
資
源
へ
の
関
心
を
強
め
て
き
た
流
れ
と

重
な
っ
て
い
る
。

●
最
近
の
動
き

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク

で
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
欧

米
や
ア
ジ
ア
の
石
油
会
社
が
油
田
や
ガ
ス

田
の
開
発
利
用
権
を
相
次
い
で
獲
得
し
て

い
る
。

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ガ
ス
田
開
発
で

は
、
交
渉
・
調
整
を
経
て
最
終
的
に
、
シ
ェ

ル
（
英
蘭
）
や
ト
タ
ー
ル
（
仏
）、
ア
メ

リ
カ
の
シ
ェ
ブ
ロ
ン
テ
キ
サ
コ
、
イ
タ
リ

ア
の
Ｅ
Ｎ
Ｉ
、
ロ
シ
ア
の
ル
ー
ク
オ
イ
ル

な
ど
の
欧
米
の
石
油
会
社
、
そ
し
て
、
中

トレンド・リポート
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国
のSinopec

な
ど
が
ガ
ス
田
の
開
発
に

参
加
し
た
。
し
か
し
、
開
発
地
域
で
の
十

分
な
埋
蔵
量
の
あ
る
ガ
ス
田
の
発
見
に
は

成
功
し
て
お
ら
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
見

る
べ
き
成
果
は
上
が
っ
て
い
な
い
。
ク

ウ
ェ
ー
ト
で
は
、
政
府
に
よ
る
外
資
へ
の

開
放
の
動
き
は
議
会
の
反
対
を
受
け
て
頓

挫
し
て
い
る
。

　

イ
ラ
ン
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
な
ど

の
石
油
会
社
が
油
田
・
ガ
ス
田
の
開
発
権

を
得
た
も
の
の
、
ア
メ
リ
カ
の
対
イ
ラ
ン

制
裁
の
影
響
を
受
け
開
発
は
進
展
せ
ず
、

そ
の
後
、
中
国
の
石
油
会
社
（Sinopec

と
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
が
油
田
、
ガ
ス
田
の
開
発

権
を
得
て
開
発
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
イ
ラ
ン
は
核
開
発
問
題
と

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
制
裁
の
問
題
を
抱
え
て

お
り
、
最
近
で
は
ル
ー
ク
オ
イ
ル
が
開
発

か
ら
撤
退
す
る
な
ど
、
外
資
に
よ
る
開
発

は
相
当
の
困
難
が
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

　

外
資
に
よ
る
開
発
で
最
も
大
き
な
動
き

が
あ
っ
た
の
は
イ
ラ
ク
で
あ
る
。
イ
ラ
ク

で
は
二
〇
〇
九
年
に
油
田
開
発
に
関
す
る

入
札
が
二
回
実
施
さ
れ
、
Ｂ
Ｐ
、
ロ
イ
ヤ

ル
ダ
ッ
チ
シ
ェ
ル
、
ル
ー
ク
オ
イ
ル
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
のStatoilH
ydro

、
ト
タ
ー
ル

な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
石
油
会
社
、
日
本

の
石
油
資
源
開
発
、
中
国
の
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
ト
ロ
ナ
ス
な
ど
の
ア
ジ

ア
の
石
油
会
社
が
開
発
利
用
権
を
獲
得
し

て
い
る
。

　

こ
の
イ
ラ
ク
の
開
発
利
用
権
の
落
札
結

果
を
見
る
と
、
サ
ッ
ダ
ー
ム
・
フ
セ
イ
ン

時
代
と
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。
か
つ

て
は
、
個
別
企
業
と
の
交
渉
が
中
心
で
、

安
全
保
障
の
側
面
が
重
視
さ
れ
政
治
的
な

配
慮
が
開
発
企
業
の
決
定
に
大
き
く
作
用

し
て
い
た
が
、
今
回
は
入
札
が
行
わ
れ
開

発
の
コ
ス
ト
や
イ
ラ
ク
政
府
の
取
分
な
ど

の
経
済
的
側
面
が
重
視
さ
れ
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。
今
の
イ
ラ
ク
で
は
、
国
内
の
治

安
回
復
や
経
済
再
建
が
最
優
先
で
、
対
外

的
な
安
全
保
障
の
確
保
ま
で
考
慮
す
る
余

裕
が
無
い
こ
と
も
背
景
に
あ
ろ
う
。

●
今
後
の
展
望

　

開
発
利
用
権
の
外
資
へ
の
開
放
の
流
れ

の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の
石
油
会
社
が
苦
戦

し
て
い
る
。
湾
岸
地
域
で
は
国
民
の
間
に

ア
メ
リ
カ
へ
の
強
い
反
感
が
存
在
し
て
き

た
が
、
そ
の
こ
と
も
ア
メ
リ
カ
の
苦
戦
の

背
景
に
あ
ろ
う
。
特
に
イ
ラ
ク
で
成
功
し

て
い
な
い
こ
と
が
目
立
つ
。
イ
ラ
ク
は
Ｏ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
が
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
の
生
産
枠
を
無
視
し
て
油
田
を
開
発
し

生
産
量
・
輸
出
量
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
消
費
国
に
と
っ
て
、
イ
ラ
ク
で

の
開
発
利
用
権
の
獲
得
は
輸
入
の
確
保
に

直
接
つ
な
が
る
魅
力
の
あ
る
も
の
で
、
ア

メ
リ
カ
を
含
む
多
く
の
国
が
関
心
を
持
っ

て
い
た
。
そ
の
イ
ラ
ク
で
は
、
現
在
ま
で

の
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
は
開
発
利
用
権
の

確
保
に
成
功
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
中
国
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、

イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
の
三
カ
国
で
利
権
の
獲

得
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
は
原
油
面
で
中
国
や
そ
の
他
の
ア

ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
を
強
化
す
る
姿
勢
を

強
め
て
お
り
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
は
じ

め
と
し
た
湾
岸
か
ら
中
国
へ
の
輸
出
は
今

後
増
加
し
て
見
込
み
で
あ
る
。
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

の
生
産
枠
規
制
を
受
け
て
い
る
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
な
ど
で
は
、
一
定
量
の
輸
出
量
の

中
で
国
ご
と
の
割
り
当
て
を
行
う
都
合
が

あ
り
、
中
国
へ
の
原
油
の
供
給
が
増
え
る

分
、
他
国
へ
の
供
給
が
削
減
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。
削
減
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
へ
の

輸
出
が
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
高
い
。

イ
ラ
ク
で
の
利
権
の
獲
得
に
失
敗
し
た
こ

と
と
あ
わ
せ
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
湾
岸

か
ら
の
輸
入
拡
大
は
難
し
そ
う
で
あ
る
。

　

外
国
の
石
油
会
社
の
開
発
へ
の
再
参
入

に
よ
っ
て
、
湾
岸
地
域
の
安
全
保
障
と
外

交
に
大
き
な
影
響
が
現
れ
よ
う
。
開
発
利

用
権
の
国
有
化
が
進
ん
だ
一
九
八
〇
年
代

以
降
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
石
油
消
費
国
と

湾
岸
諸
国
と
の
間
で
は
油
田
や
開
発
利
用

権
を
め
ぐ
る
争
い
は
影
を
ひ
そ
め
た
。
湾

岸
で
の
紛
争
に
際
し
て
は
、
消
費
国
は
、

湾
岸
か
ら
の
原
油
の
安
定
供
給
に
主
眼
を

置
き
対
処
し
て
き
た
。

　

外
国
の
石
油
会
社
の
開
発
へ
の
再
参
入

に
よ
っ
て
、
欧
米
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
湾
岸

政
策
で
は
、
自
国
の
石
油
会
社
の
利
権
保

全
な
ど
の
側
面
も
強
ま
っ
て
行
こ
う
。
湾

岸
地
域
で
紛
争
が
起
こ
っ
た
と
き
な
ど
に

は
、
各
国
は
、
自
ら
の
利
害
を
考
慮
し
な

が
ら
対
応
す
る
こ
と
も
増
え
る
で
あ
ろ

う
。
そ
の
こ
と
は
、
湾
岸
地
域
で
の
紛
争

に
際
し
て
の
、
国
際
社
会
の
対
応
を
複
雑

に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
紛
争
を
抑

え
安
定
供
給
を
図
る
こ
と
は
引
き
続
き
重

要
で
あ
る
が
、
欧
米
、
ア
ジ
ア
諸
国
が
石

油
を
め
ぐ
る
紛
争
に
関
与
す
る
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
紛
争
の
当
事
者
に
な
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
ふ
く
だ　

さ
だ
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴ 

た
だ
し
、
E
I
A
の
統
計
は
原
油
か
ら

コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
分
を
除
い
て
お
り
、

他
の
統
計
と
比
較
し
て
生
産
量
な
ど
の

数
値
が
低
く
出
る
こ
と
に
注
意
が
必

要
。

⑵ 

カ
ナ
ダ
に
関
し
て
は
、
油
田
と
は
別
に

オ
イ
ル
サ
ン
ド（
鉱
物
油
分
を
含
む
砂
、

砂
岩
）が
大
量
に
存
在
し
て
い
る
の
で
、

オ
イ
ル
サ
ン
ド
の
開
発
が
進
め
ば
可
採

年
数
は
拡
大
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ

る
。

⑶ 

ロ
シ
ア
は
、
こ
こ
数
年
間
は
七
〇
〇
万

b/d

前
後
の
原
油
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
消

費
国
に
供
給
し
て
き
た
。

⑷ 

二
〇
一
〇
年
二
月
に
つ
い
て
の
統
計
は

未
入
手
。

湾岸の石油資源と外資の開発参入 －ペルシャ湾岸地域と欧米・中国－




